
旧柳原銀行があった場所に、京都から世界へ発信する
"SUHJIN & global Lab"キャンパス内のエリア拠点

祠(お地蔵さん)…

ライブパフォーマンス

地域住民と学生が共同利用する
クラインガルテン

銅駝美工

美術学部

音楽ホール

大学の活動がまちへ

鴨川に向かって開放的に
配置された音楽学部

鳥小屋も屋上にお引越し

まちの活動が大学へ

高瀬川に沿った開放的な
“キャンパスモール”
(外のみち)

高瀬川沿いの
制作ヤード高瀬川沿いで

ランチ

まちに飛び出すアート活動 鴨川沿いでの屋外練習

学生が空き家を改修して
住み始めます

寂蓮寺を再興して
新しいランドスケープ
の中に位置づけます

自転車に加え
搬出入車両の走行も可能な"みち"

まちなかギャラリー

映像作品のロケ
交差点でマルシェ

美術学部を見下ろす場所に
銅駝美工を配置して、

自発的な高大連携を促します

1914年の京都駅移転までここを走っていた
旧東海道線の記憶をキャンパス内に刻印

工場のような美術学部の“がらんどう”

資料館•図書館
大学内部を 立体的に

貫く“キャンパスギャラリー"
(内のみち)

高瀬川沿いに展開する共通部門が
美術学部と音楽学部をつなぎます

共通部門

音楽学部

地域のみんなで
つくったビオトープ

やなぎみわさん
お気に入りのカフェ

松明殿稲荷神社 [  大学と協働して設計をひらく   ]

[ まちなかでの活動を大学へ取り込む  ]
第
Ⅰ
期

地域での活動や情報を収集し発信する拠点として、ゼロ
期で継続してきたまちなかでの活動を引き継ぎます。

"SUHJIN & global Lab"  
～積極的にまちと連携しながら、世界へ発信する拠点づくり

第
Ⅱ
期 "みちばた"での実践をまちに還元する

新しい大学内で起こる様々な試みをまちなかへ拡張します。

高瀬川から始まる、
キャンパスづくり=まちづくりのフレーム

第
ゼ
ロ
期

大
学
へ
取
り
込
む

ま
ち
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て
行
く

[ 大学での活動をまちなかへ展開する  ]

設
計
を
ひ
ら
く
  ／
ま
ち
と
世
界
に
つ
な
が
る

ゼロ期
第Ⅰ期

第Ⅱ期

第Ⅰ期
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 空き家を利用して
学生が始めた雑貨屋

神社…

お地蔵さんと祠を
大切に祀ります

ギャラリー@KCUA

お祭りのステージ
となるデッキ

鉾…

みちばた芸大、どこでもテラス^ “キャンパスづくり”は“まちづくり”
“みち“を媒介にして大学内外の様々な人々が参加して変化し続ける、小さな場が連続した有機的ネットワークのようなキャンパスを提案します。

大学建設にともない激変するであろう、現在のまちのア
ーカイブを大学やアーティスト、地域住民と協働で構築
します。

大学ですでに実践されているまちのアーカイブづくり
やリサーチ活動と協働

大学教員と学生と共に社会実験を行う

卒業生を巻き込む

地域とつながる。世界とつながる

①

②

③

④
京芸の卒業生がアトリエとして利用できる場所づくりな
ど、卒業後も継続的にまちへ参画できる仕組みをつくり
ます。

国内外様々なゲストを招聘したイベント等の開催により
、大学の設計をひらいていきます。

まちなかに点在する場所や建築を舞台とした実験的な試
みを通じて、まちの使い方を徐々に拡張していきます。

リコンストラクションセンターを立ち上げる

古材バンク

ゲストハウス

空き家を改修した
京芸アーティスト・イン・レジデンス

鴨川を望む
ホールホワイエ

芸資研

共通教育

伝音センター

共 門

部

部音楽学部音



間仕切り壁の移設1階デッキの増築 間仕切り壁・外壁の移設

＜特色をもった多様な場が立体的に点在する＞

テーマ①：キャンパス計画のフレームについて　→　基本コンセプト“Terrace”としての大学を実現するための４つのフレームワークを提案します。
 "交流と発信"のフレームワーク  ~出会いをつくる~

 "成長と更新"のフレームワーク~自らの手で大学をつくる~

"みち"のフレームワーク　~多様な"みちばた"をつくる~

：美術系に関連するテラス ：共通部門に関連するテラス ：音楽系に関連するテラス

アーケードのような
作業スペース

雨のかからない
開放的な屋上

 "庭"のフレームワーク  ~キャンパスの地形をつくる~

屋外制作ヤード

＠KCUA 

東山を望む
防音完備の練習室

鴨川に面した納涼床

まちの社会実験場

ギャラリー付
学生寮

橋の下の
ギャラリー

 高瀬川沿いの学食

■A・B街区とC街区それぞれの建築の特性を活かし 、大学の成長に合
わせて段階的に、自由に更新を行うことができます。

: 仮設的な更新

: 常設的な更新

まちなかでの学びと創造

みち

交流
創造

大学生+地域住民
屋外制作可能な

テラス

高瀬川沿いの
テラス

"みちばた"から展開する交流 と発信

大学生

高校生

教職員

発信

交流

学び

創造

みち

発信

倉庫のような
大空間テラス

大学生
制作風景を
見渡せるテラス開放的な屋上

テラス

大学生

まちの
オープンストレージ

■地域と京芸、京芸と銅駝美工、あるいは学科間や学部間など多様なつながりを
つくる骨格となり、キャンパスに有機的な秩序を与える"みち"を 、最も重要なフ
レームワークとして位置づけます。
■まちを歩くように楽しむことができる"みち"のネットワークが 、人と空間と活
動を紡ぎ、多様な"みちばた"をつくり出します。

■敷地の内外を問わず "みち"に沿って、様々な活動のための"火床"となるテラス
（terrace）を散りばめて、キャンパスの地形（terrain）を造形し創作活動や交
流・発信の場となる多様な"庭"を整えてゆきます。
■敷地条件や周辺環境に基づき、京都駅に近くより活動的なC街区には主に美術
学部が、鴨川に開け落ち着いたA街区には主に音楽学部が 、また両学部をつなぐ
B街区には共通部門を中心とした各施設が立地してゆくと想定されます 。

地域と世界に発信するエリア拠点 
“SUHJIN & global Lab”

キャンパスモールの
人の流れの中に建つ
柳原銀行記念資料館

地域へとつながる
高瀬川沿いのみちと
キャンパスモールが
出会う十字路

“文化の十字路”と呼ぶべき
交流と創造の場が多数生まれます

キャンパスギャラリーと
キャンパスモールの両方に
面するギャラリー@KCUA

京都駅から東山の観光エリアへ
向かう途中に現れる、
まちに開かれた大階段ステージ

学生の日常の居場所に
ライフラインのバックアップ機能を持たせ、
市民の一時避難も受け入れる防災拠点とします

お地蔵さんや祠は、
元もとあった同じ場所か、
可能なかぎり近くにお祀りし直します

芸資研を中心とした
「知の拠点」の連なり

キャンパスストリート：大学の活動や賑わいがにじみ出し、新しい風景をつくる。生まれ変わった塩小路通
キャンパスモール：高瀬川に沿って延び地域や世界につながる“外のみち” 
キャンパスギャラリー：A,B,C街区を立体的に横断し美術と音楽を結び付ける“内のみち”

大学内を貫く
２本の“みち”は
鴨川沿いの土手
道へとつなが
ります

4つのフレームワークに沿って、実践的な計画案へ 

自然光があふれ風がそよぐ、気持ち
のよい創作活動の場”がらんどう”

① ② ③

「創造のための余白」を残しなが
ら、"みち"に沿って各学科の要望
に応じた"ハウス"が立地する

使い方の変更や発展に合わせて、
自由に更新が行われる

ハウスがらんどう 更新

＜ C街区の自由な成長と更新を可能にする仕組み："がらんどう"と"ハウス"＞

みち

テラス

＜"みち"とテラスがつくる、"みちばた"のつながり＞

まちなかでは、アートをきっ
かけにした学生と地域住民の
交流

学生が主体的に発信する創作活動 専門の枠を超えた学生同士の
インナーコミュニケーション

仮設小屋の増築ペントハウスの増築

C街区 A・B街区

＜”文化の十字路”の中に位置付けられるキャンパスの”みち”＞

柳の下の野点
交通ヘタ地に
建つ西光寺の境内

焼肉屋の縁台

音を出しても叱られない
線路際のひかり公園

＜みちばたに生まれる交流と発信＞
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～「知と創造のコア/火床」「十字路としての芸術大学」に向けて～

キャノピーの増築

■使い手とプロセスを共有•協働しながら 、キャンパスの中にキャンプ
を張るように実践的な制作を通して、現在進行形の活動の場所をつく
り出していきます。
■様々なアーティストの作品制作や展覧会場構成を行ってきた建築ユ
ニットであるドットアーキテクツが中心となり 、キャンパスの"営繕課
"のように継続して更新を行っていきます。

寂蓮寺の小さな境内

崇仁学習施設の
図書閲覧スペース

■多様な関係主体が交流•発信する"みちばた"づくりは 、大学内にとどまらず地域
全体に拡張可能なスケールを持つ仕組みです。     
■"みち"を歩くと、高校生と大学生、教職員や地域住民など多様な出会いがあり
、  創作活動や練習風景を背景にみちばたの交流が生まれます 。

高瀬川と鴨川を
つなぐ"みち"

塩小路通から
連続するように

2本の大路を引き込む

N

高瀬川を取り込む"みち"

大路と小路から構成
された"歪んだ条坊制"

東山の観光エリアへと向かう塩小路通

線路をくぐり南北を
つなぐ河原の"みち"

空き地をつなぐ
高瀬川沿いの"みち"

東西軸をつくる " みち

高瀬川の旧流路

"

に学
大

旧東海道線のルート

市電がつくった
クランクするみち

旧銭座道 風の"みち"

高瀬川の旧流路

線路をくぐり南北を
つなぐ河原の"みち"

遠く北山まで見通す
ことができる河原町通

文

か
だ
か

を

を

へ

展示ブースの設置



テーマに対する技術提案

A街区東西断面イメージ s=1/1500C街区東西断面イメージ s=1/1500 B街区南北断面イメージ s=1/1500

高瀬川に向かって段々と下
るテラスと、直射光の入ら
ない落ち着いた北向き居室
で構成されたヒューマンス
ケールの校舎。

鴨川に向かって雁行
配置された南北に細
長い校舎群。

東西に長い壁をつくら
ないように低く抑えた
スカイライン。

学生や教職員、地域住民に
とって共通の“記憶の器”と
なる“がらんどう” 。

“キャンピング・アジール” 。時代の変
化に応じて更新され、竣工後も成長し
続ける柔らかなインフィル。

オープンスペースにもあふれ出す学生たちの活動

塩小路高倉の交差点から見る。みちを歩くように、
自然とキャンパスモールに引き込まれる

“キャンパスギャラリー”（大路）に直交する 
“専門の小径”（小路）と、変化成長するアトリエ

学びと創造の拠点となる“キャンパスギャラリー” 。
銅駝美工への大階段が、生徒と学生の交流を促します

・C街区では頑丈で大らかなスケルトンが、多様な芸術活動を長期にわたって支える 
“がらんどう“のような大空間をつくります。
・“キャンピング・アジール”と名づけたとインフィルは、キャンパス(campus)の語源
ともなったキャンプ(camp)のように軽やかな材料と構法でつくられた多様な“ハウ
ス”群によって構成されます。

・C街区では頑丈で大らかなスケルトンが、多様な芸術活動を長期にわたって支える 
“がらんどう“のような大空間をつくります。
・“キャンピング・アジール”と名づけたとインフィルは、キャンパス(campus)の語源
ともなったキャンプ(camp)のように軽やかな材料と構法でつくられた多様な“ハウ
ス”群によって構成されます。

■100年後を見すえた、大胆なスケルトン＆インフィル建築の提案

テーマ②：新たなキャンパスの具現化に向けて　→　 不変のスケルトンと、様々な人々が参加して変化し続けるインフィルから構成された、時間軸を内包する自由な建築を提案します。

■明快な機能ゾーニング ・A街区に音楽学部、C街区に美術学部を
配置し、両者を橋渡しする形で主にB街
区に共通部門を配置します。
・C街区１階部分には、主にギャラリー
@KCUAや共通工房等の学部共通の機
能を配置します。
・各ハウスの２階以上には極力ひとつの
専攻を割り当て、シンプルで分かりやす
い構成とします。
・日本画専攻のみ落ち着いたB街区西側
上層階に配置します。ます。

お地蔵さんや祠は、元もとあ
った同じ場所か、可能なかぎ
り近くにお祀りし直します。

新し新し新し新し新しし新しししし新しい創い創い創い創い創創い創いいいい 造を造造を造を造を造造造造を生む生む生む生む生むむ生む生生 いいくいくいいくいくくくいくくくいくいいいいいい つつもつつもつもつもつつつつつつもつもつもつももつももつもつもつもももつももつつつ の交の交の交の交の交のの交の交交の交の交の交のの交の交ののの交の 差差差点差点差点点点点差点点点点点差点差差差点点差差差差

夜間も自由に通り抜けが
可能なキャンパスモール

災害時には地域の一
時避難場所ともなる
開放的な”みち”空間。

大学校舎内を貫く開放的
なキャンパスギャラリー

平行する２本の “みち“に沿
って配置された、地域住民
も気軽に利用できる学食や
図書館。

新しい創造を生むいくつもの交差点
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宮本 佳明



銅駝美工から大学“がらんどう”の見下ろし

銅駝美工の“校庭”のように使われるハウス群の屋根

大学構内を流れる高瀬川と、地域住民と学生が創作や
演奏を楽しむ “キャンパスモール”

“キャンパスストリート“（塩小路通）や鴨川ににじみ出す
音楽学部の活動

JRの騒音から高瀬川沿いの静かな環境を守る遮音壁の役割
を果たす南面

橋の下もキャンパスのうち！

キャンパス外に拡がるアート活動

東山や鴨川を望む
ように配置した練
習室やテラス。

鴨川を流れる夏季の卓越
風を呼び込む雁行配置。

川川鴨川川川鴨川川川川鴨川川川鴨川川川鴨川川川川川川に向に向に向にに向に向に向向に向に向に向ににに向に向に向に向かっかっかっかっかかっかかっかっって開て かれれれれたたたた
楽楽楽ホホーホーホーホーホーホホホホ ルホルホルルホルホルホホホルルホホワイワイワイワイワワワ エ。ホホホホ音楽音楽音楽音楽音楽音楽音楽音楽音楽

伊東茂光校長の魂が宿る公
孫樹の木を移植します。

高瀬川に沿った
夏季の卓越風。

“崇仁教育”のシンボルとも言え
る、地域の人々の手でつくっ
たビオトープを再生します。

鴨川に向かって開かれた
音楽ホールホワイエ。

・キャンピング・アジールを
見下ろす場所に独自の空間
領域を確保することによ
り、“がらんどう”を媒介にし
て大学との創作・展示活動
の相互浸透を図ります。
・キャンパスギャラリーから銅駝美工へのメ
インアプローチとなる大階段が、生徒と学
生の交流を深めます。

■大学を“校庭”とする銅駝美工

テーマ②：新たなキャンパスの具現化に向けて　→　鴨川、高瀬川の景観を活かしつつ、音楽・美術・高校が連携し合い、多様な“知の拠点”が地域や世界に向けて発信・交流する大学を目指します。

・現在、京都市建設局土木管理部道路
河川管理課と協議中です。

・本来幅員16m超の道路上空には通路
を設置できないため、河原町通を横
断するブリッジが問題になるところ
です。しかしながら、以下の理由か
ら許可となる可能性が高いと判断し
ています。

①河原町通アンダーパス部（本線）に
は楽洛広場のスラブが被さっており、
道路管理上は側道と一体の道路とは
見なし難い。

②歴史的にも、東側側道とされている
道路は、河原町通とは別の道路で
あった。現在でも両者の間には楔形
の空地が残る。

＊道路の上空に設ける通路について

■景観特性等を踏まえた
　　　キャンパスデザインについて

・鴨川、高瀬川といった景観資源と相互に高め合うデザインを目指します。
・JR、特に新幹線からの移動する視線を意識して、共通部門南面は緩やかな弧を描きます。

■音楽ホールやギャラリー等の
　　　交流・発信スペースのあり方について
・平行する２本の“みち”が“知の拠点“を串刺しにし、リニアに
伸びた「コア」をつくります。

芸術資源研究センター

体育館

コ
ー
パ
ス
群

柳原銀行記念資料館
グラウンド
（公孫樹の広場）

音
楽
ホ
ー
ル

“SUHJIN & global Lab”

コーパス群

ギャラリー@KCUA

キャンパスモール

河
原
町
通

高
倉
通

須
原
通

美術学部

共通部門

音楽学部“自前の公共性”を持って
招き入れる

地域に
発信・交流

地域に
発信・交流

地域に
発信・交流

地域に
発信・交流

芸術資料館

スス

地域に
発信・交流

世界に
発信・交流 キャンパスストリート

“自前の公共性”を持って
招き入れる

楽洛広場

キャンパスギャラリー 付属図書館

高
瀬
川
に
沿
っ
て
南
北
に
広
が
る
活
動

芸術情報支援センター 日本伝統音楽研究センター

キキ

“自前の公共性”を持って
招き入れる

＜“みち”に沿って連なる“知の拠点”のネットワーク＞

石原 健也
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Ｃ１

B１ Ａ１Ｃ１

Ｃ１

B１B２ Ａ１
Ｃ１

Ｃ２ Ａ２

Ａ２

既存建物
解体工事

B２

B３

Ｃ１

Ｃ１

Ｃ２

Ａ１

大屋根

ハウス群

無理のない13m
スパンで構成され
た鉄骨造大屋根

積雪荷重と風荷重
から解放された “ハ
ウス”群は軽量鉄骨
等でつくられ、容
易に組立て解体す
ることが可能です

銅駝美工を構成するチュー
ブ構造が東西方向の主要な
水平抵抗要素となります

南北方向の耐力壁と
して働く平側の壁

バランスよ
く配置され
た垂直コア

＜C街区の構造システムの考え方＞

太陽光パネル

採光・通風・排熱を担
うハイサイドライト

大屋根のよ
る日射遮蔽

“がらんどう”に夏季の
卓越風を呼び込む

浸透と潅水再
利用を併用し
た雨水処理

ハウスの間を
流れる微風

明るく風通しがよ
い開放的な微気候

鴨川系地下水
の多段階利用
（冷暖房→雑
用水→潅水）

地下水直接利
用による床輻
射冷暖房

ほどよい明るさと穏
やかな風の微気候

可動音響反射板/ﾌﾟﾛｾﾆｱﾑ

ｵﾍﾟﾗ対応ﾊﾞﾄﾝ設備 オケピ+前舞台 音響と舞台視認性重視のﾜﾝｽﾛｰﾌﾟ客席

ﾌﾟﾛｾﾆｱﾑﾗｲﾄ ｼｰﾘﾝｸﾞｽﾎﾟｯﾄ ﾌｫﾛｰｽﾎﾟｯﾄ室 調整室

塩小路通

客席後方への
良好な音環境

・基本設計/実施設計の各々の期間内に躯体/
仕上げと二度のチェック期間を設け、段階的
なコスト管理を行います。早期にコスト把握
に着手することにより、手戻りなくスムーズな
入札・着工へとつなげます。
・設計の進行にともなう大学側ニーズの変更に
も柔軟に対応しながらコスト管理を行います。

コストおよび
スケジュールの管理方法

テーマ③：品質・コスト・スケジュール管理について
＜建築物の性能確保のための技術提案＞

・安全で耐久性のある大学校
舎を実現するため耐震構造
を基本としながら、時代の変
化に合わせた更新性にも考
慮した計画とします。

・敷地が持つ豊かな環境ポテンシャルを利用（太陽光、自然風、地下水）して、季節や活動
に応じた多様な微気候を建物内につくります。
・利用状況をモニタリングし施設間でエネルギー融通を行うエネルギー・フィードバック・
システムを導入します。

・仕上げの豪華さではなく、空間の質によって
豊かな建築をつくることを目指します。
・鉄骨造の採用によって、コストの合理化と工
期短縮を図りながらダイナミックな空間構成
を実現します。
・スケルトン（重量鉄骨）とインフィル(軽量鉄
骨)を分離した構造システムを有効に活用し、
建設コストを抑えます。

・街区毎に適切な環境負荷設定を行い、ランニ
ングコストの低減を図ります。
・自然換気／自然採光／LED照明／太陽光発
電パネル／地下水、雨水利用、節水型衛生
器具／空調機計画等が低減対象項目となり
ます。

・プロジェクトマネジメント専任担当者を配置
し、設計期間の中で短スパンの目標達成出来
高を設定して、着実な工程管理を実現します。
・各街区を２～３の工区に分けて、進入口等
の条件に配慮しながら効率的に工事エリア
を移動することにより、確実に工期内に工事
を完了する計画とします。

⇨日常の使い勝手から安全性、エネルギー、学習環境など多様な項目について、建築を利用形態に合わせてその都度セットアップすることができる、柔軟性を持った性能確保を目指します。

■きめ細かな
　　フェーズ設定によるコスト管理

■イニシャルコストの低減

安全で更新可能性を
　　考慮した構造計画

京都らしい親自然的な環境制御システム

■設計工程管理および工事計画について

■ランニングコストの低減

昼光率
DF％

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10
速度 
m/s

0.0 1.2

＜キャンピング・アジールの
　　　　 　　自然通風解析＞

ハウスの間の路地を微風が
吹き抜けます。

キャンパスギャラリーで
600lx程度、路地底でも
300~450lxと、作業に十
分な照度が得られます。

＜キャンピング・アジールの
　　　　　　　光環境解析＞

（晴天時15,000lxの場合の床面昼光率。
　　　昼光率4%で照度600lxとなる）

（夏季昼間想定。南南西風1.7m/s
　　　の場合のFL+1.5mでの風速）

(５/６ページ)

頻度：数年に一度のイメージ
施工方式：ドットアーキテクツを中心としたセルフビルド

頻度：数年に一度のイメージ
施工方式：ドットアーキテクツを中心としたセルフビルド。
必要に応じて工務店施工
建築基準法上の位置付け：
床面積が増える場合は、確認申請が必要。“増改築ルール”により安全性を確認し
た上で、ルールの範囲内で増築を行う。

＊“増改築ルール”の例
・避難に必要な路地幅員を確保する。
・増改築部の用途については既存部と同種とする。
・不燃材料を使用する。
・搬出入車両の通行と日照の妨げにならない範囲内で、空中権は自由に
利用可能とする。
・（仮称）アジール運営委員会での承認を必要とする。

頻度：２0～３0年くらいに一度のイメージ
施工方式：通常の発注方式による工務店施工
建築基準法上の位置付け：確認申請が必要。“増改築ルール”から外れるものに
ついては、再検証（大臣認定再取得）を行う。
確認申請が必要。避難安全検証については再検証
（大臣認定再取得）を行う。

想定③ 小規模の増築（ハウス外に小屋、テラス、ブリッジ等の増築）

想定④ ハウスの建て替え

想定② 内装の改修（ハウス内での間仕切り壁等の変更）

頻度：年に数回のイメージ
施工方式：ドットアーキテクツや京芸学生を中心としたセルフビルド
建築基準法上の位置付け：確認申請は不要。ただし、“増改築ルール”により
安全性を自主的に確認。

想定① 建築行為に該当しない仮設小屋、展示ブース等の設置。
常設のキャノピー、天蓋等、床面積の変更をともなわない増築

・C街区について、大屋根下の共用空間（“がらんどう”）は、屋根面と壁面に十分な自然排煙口を確
保可能であることから「屋外同等の開放性」を有すると判断できます。
・避難安全検証法の大臣認定を取得し、“がらんどう”に対する竪穴区画を適用除外とします。
・事前に“増改築ルール” （チェックリスト）を定めておき、将来的に大学校舎を更新する際には、避
難安全検証法が定める「あらかじめの検討」によって認定可能範囲を判定します。
・“がらんどう”内に建つ個々のハウスの増改築については、内容と頻度に応じて以下の４種類を想
定しています。

将来的に大学校舎を更新する際の防災計画

安宅防災設計

内露地
1畳から10畳までの
小さな庭群 モミジ/サクラ

春：サクラ
       (既存)

秋：モミジ

鴨川

高瀬川
Ｃ街区

外露地

B街区
A街区

季節の移ろいを感じる庭

里から山へとグラデーショナルに
樹種が変化する庭

花　　：ウメ,モモ,ボケ,ツツジ
落葉樹：コブシ,ヤマザクラ,イヌタデ,モチツツジ
常葉樹：アラカシ,ツタタモ

銀杏

・地上絵を一気に描くようなランドスケープではなく、小さな庭の連続によってキャンパス
全体が“京都の庭“として立ち現れる風景づくりを目指します。
・“庭”のフレームワークに従って、各々の”terrace”に相応しい１畳、４畳半、１０畳といった
小さな庭を京都の庭師と協働してつくり上げます。
・個々の庭が集合し、京都の玄関口となる場所にまるで盆栽棚のような多彩なランドス
ケープをつくります。

小さな庭のネットワークがつくる大きなランドスケープ

山崎 誠子
（GAヤマザキ）

十二代目 
小川 勝章
（植治）

金田 充弘
(Arup)

荻原 廣高
(Arup)

宮本設計

セキュリティレベル

高低
４3210

2
４ ０

１

３

制作室

キャンパスモール

キャンパスギャラリー

食堂

図書館、学長室

事務局、会議室
講義室、研究室

収蔵庫、書庫

Ｂ街区

22 2 0４４

３ ３

2階テラス

音楽ホール
体育館

練習室・研究室

合奏室

レッスン室

楽器庫

A街区

22
４４０ ０１

３３３ ３

３ ３

2
１

キャンパスモール

南側
オープン
スペース

キャンパスギャラリー

路地 @KCUA事務室

研究室

銅駝高校 制作室

貴重作品保管庫
危険物庫

C街区

・エリア毎の条件に応じて管理レベルを段階的に判断し、明快なセキュリティ区分を設定します。
・具体的には『移転整備基本計画』に提示されている４段階のセキュリティイメージに従って、下
記のセキュリティラインを想定しています。
・さらに、地域に開かれた大学を目指して、安全と判断できる範囲内で夜間にも一般の利用が可
能なレベル０のエリアを設けています。

大学全体を開きつつ、一方で必要なセキュリティを確保するための計画

宮本 佳明

・音楽ホールは学生の日常利用を重視しつつ、本格的な公演にも対応（音響反射板～プロセニアム使
用）できるよう、容易に音響可変と舞台転換が可能な仕様とします。
・舞台フライズはオペラ演目のセット吊り込みに対応すると共に、本格的な舞台照明と舞台音響が可能
な計画とします。
・客席配置は、舞台との一体感を
重視して、短い視距離と豊かな
音場を持つ構成とします。
・また音楽系各室は、浮遮音構
造と固定遮音構造を必要に応
じて使い分け、部屋間や周辺に
対する遮音対策を行います。

 音楽ホール等の音響・防音計画

伊藤 正示
（シアター           
ワークショップ）

福地 智子
(永田音響)

建築基準法上の位置付け：確認申請は必要。加えて、“増改築ルール”に
より自主的に安全性を確認。
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“キャンパスづくり”と“まちづくり”をフラット
に扱います。経験豊富な各事務所の“強み”
を活かして、ハードとソフトの両面から計画
にアプローチします。多様な関係主体との
WSなどを積極的にファシリテートし、丁寧
にコミュニケーションを積み重ねます。

宝塚市立西公民館・西図書館

テーマ③：実施体制　→ ＜チームの経験と実績＞卓越した設計能力と豊富な設計実績を持つ建築家グループを核とした包括的なチーム体制を構築し、多様な関係主体との対話を大切にしながらキャンパスづくりを推進します。

 テーマ③：チームの特長と設計の進め方　→ 長期に及ぶ設計施工期間を通じて設計協議と並行して適切な関係主体と対話の機会を設けて、段階的にキャンパスづくりとまちづくりを同時に進め、新しいキャンパスのスタートアップに寄与します。

■大学・地域等との対話のコーディネーション

関西拠点

公共文化施設

大分県立芸術文化短期大学

コミュニティボールパーク化構想
オンデザイン

オンデザイン

オンデザイン

横浜スタジアムを拠点としたまちづくりPJ

創立55年の芸術大学のキャンパス再編計画

大学の国際化に向けて計画された新たな交流施設

市の古い地区に建つ地域開放型オープンスクール

子どもから高齢者まで多世代が集う福祉複合施設

高齢化・過疎化が進む都市部のまちづくり

個展会場のデザインおよび施工と作品制作

手づかずの巨大地下空間でのアートイベント

作品製作・設置

地域風土・文化に配慮した親自然的な教育施設

地域と海をつなぐホール付きヨットハウス

駅前広場と一体的な音楽ホール中心の交流施設

農村に開かれたカフェのような縁側を持つお寺

離島村落の小規模多機能施設の設計施工

市民が集う丘をイメージした複合公共文化施設

“歌劇のまち”らしく華やかな印象を持つ警察署

製材所跡地活用のための宿泊施設の設計施工

地下鉄駅を使った市民参加型の場づくり

拠点運営や空き地活用など実践型まちづくり

津波被災集落の高台移転地設計とまちづくり

仙台市地下鉄東西線WE

石巻2.0
石市根浜地区高台移転地計画

神奈川大学新国際学生寮
川西市立川西小学校

北加賀屋クリエイティブ・
ビレッジ(KCV)構想

ドットアーキテクツ

ドットアーキテクツ

ドットアーキテクツ

ドットアーキテクツ

守山市立守山中学校

デネフェス計画研究所+オンデザイン+Arup

オンデザイン+Arup+安宅防災設計

デネフェス計画研究所

宝塚警察署

宮本設計+宮本佳明建築設計事務所

宮本設計

宮本設計

宮本佳明建築設計事務所

宮本佳明建築設計事務所+ドットアーキテクツ

宮本佳明建築設計事務所+大阪市立大学

デネフェス計画研究所

真福寺客殿

馬木キャンプ
穂積製材所プロジェクト

港区西麻布いきいきプラザ

小金井市民交流センター

湘南港ヨットハウス

オンデザイン＋安宅防災設計

オンデザイン＋Arup

アーティスト協働

大学/学校設計

エリアマネジメント/まちづくり

金氏徹平氏展覧会

湊町アンダーグラウンドPJ
(第9回恵比寿映画祭　@東京都写真美術館)　

西野達氏展覧会
鉄道芸術祭vol.1 西野トラベラーズ 行き先はどこだ?

※文科省 「スーパーエコスクール実証事業」に選定

ドットアーキテクツ+スタジオL

キャンパスづくりまちづくり

まちづくり

意見・要望

更新

設計者

設計者

意見・要望

更新

まちづくり＝キャンパスづくり

キャンパスづくり

国
内
外
の
多
様
な
イ
ン
プ
ッ
ト
を
場
に
反
映
し
て
い
く

設計スケジュール

まちとキャンパス
連携スキーム

全体統括

対話型まちづくり

対話型キャンパス
づくり

建設委員会
キックオフ

十分なリサーチと意見を拾い
上げ、計画への反映を繰り返す

キャンパス+まちづくりのキーパーソンと協働し、
設計と並行してエリア活性の”しくみづくり”に取り組む

現場見学会など、プロジェクトの進捗状況が常にオープンとなるよう心がける。
建設状況を知ることから、学生や地域住民の自分事化を積極的に図る。

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35→

継続的な意見収集

コンテンツや
場所の開発

地域の学びの場所
“みちばた大学”

みんなの活動を
オープンにしよう

地域住民、大学生や教員が一同
に集まる機会を設け、このエリ
アの課題や期待を共有します

大学・高校連携WS

地域・大学連携WS 企画会議

芸大生による
空き家活用

芸大OB
のアトリエ

崇仁地区から、
全国・世界へ発信

みちばた体験WS

大学と地域が連携し、継続した場づくり　『実証実験期間』

ハウスづくりWS

@KCUA

音楽ホール

芸術資源研究センター

SUHJIN&global
Lab

空き地・空き家活用WS
まちなかの使い方アイデア
を集め、具体的な実現の方
法を検討します

まちの資源を
再発見しよう まちを見つめ直し、魅力

的な人・もの・こと・場所
を再発見します

資源発掘WS
このまちにどんな場所が
あったら良いか意見を拾
いあげます

使い方WS

まちの小さな
社会実験場

まちの
アトリエ

まちの
オープンストレージ

キャンパスにどんな場所が
あったら良いか意見を拾い
あげます

連携

反映 反映

連携 連携

連携

連携

連携

連携
連携

連携

新しいキャンパスへの意見を交
換し合い、高校生・大学生の交
流のきっかけとします

使い方WS

マスター
石原＋西田

マスター
家成+西田

マスター
宮本+宮本

公募プロポ 基本設計12ヶ月

第０ - １「ウォームアップ期間」 第０ - ２「実証実験期間」 第1期～
(6/6ページ）

実施設計18ヶ月 入札９ヶ月 工事27ヶ月 供用開始

(D) (E) (F) (G) (H)

インプットの情報や
学生による作品の展示

田

キャンパス計画と一緒に
崇仁地区の今後の展望を
地域住人と共有します

説明会

みち・テラスWS テラスWS 交流・発信WS

現在のまちの
アーカイブ制作

アーティストを
巻きこもう

芸大教員と
連携しよう

設計拠点を
ひらこう

地域住民も、京都市も
巻きこもう

トークイベントで
情報のインプット

まちの
ギャラリー

空き地で
仮設カフェ

(B) (C)
リコンストラクションセンター

立ち上げ
(A)

日本大学
短期大学部

建築デザイン分野

安東陽子、雨森信、秋山伸、赤崎みま、青木涼子、石川直樹、
石山友美、イチハラヒロコ、宇治野宗輝、榎忠、E l e 
Carpenter、おかけんた、小崎哲哉、尾引浩志、勝又公仁彦、
加藤義夫、金谷仁美、川俣正、北川フラム、久保田テツ、熊
谷寿美子、荒神明香、河本信治、contact Gonzo、近藤高広、
酒井一光、Sarah Herda、重森三明、杉左近孝夫、住友文彦、
Zoë Ryan、峠田充謙、平昌子、Darrin Alfred、種田陽平、玉
田俊雄、千葉淳一、チャンキー松本犬子、坪谷玲子、寺門孝
之、中井康之、中瀬勲、中村信夫、西野達、拝戸雅彦、服部
滋樹、深澤直人、藤本由紀夫、船曳鴻紅、保坂健二朗、ホン
マタカシ、前田圭蔵、升田学、松原眞由美、三木健、三瀬夏
之介、港大尋、宮本隆司、森桜、森司、八木良太、山内宏泰、
Lili Zhang、やんツー、涌嶋克己、鷲田めるろ etc.

まちづくり団体

専門的業務への協力・芸術の創造/研究/発信

京都市

銅駝美工

キャンパスづくり・まちづくり

協力事務所・実績のある設計チーム

対話

協力

協働

協働

教職員/学生/生徒

京都芸大地域住民
コミュニティデザイナー
山崎 亮 博士(工学)

東北芸術工科大学
日本各地で市民活動と
連携したプログラムデ
ザインやプロジェクト
マネジメントを実践

アートディレクター
木ノ下 智恵子
アートを軸にジャンル
を越えた展覧会の企
画・運営を多数行う

アートプロデューサー
原 久子

大阪電気通信大学
関西を拠点に多くの展
覧会の企画・運営を行う

京都芸大出身の
アーティストの友人たち
やなぎみわ、ヤノベケンジ、高橋匡
太、椿昇、名和晃平、佐渡裕、金氏徹
平、高嶺格、小山田徹、藤浩志 etc.

“交流と発信”に今後協力を予定している
アート・デザイン関係の友人たち

あいりん地区をベース
に地域住民との協働
による詩作を続ける

社会包摂型
アートマネジャー
上田 假奈代
ココルーム

庭師
植治

十二代 小川 勝章
京都で250年以上続く日
本を代表する造園業者

音響計画
永田音響
福地 智子

国内外で多くの実績を有
する音響コンサルタント

サイン計画
BUSHITSU
橋本 祐治

学校建築のサインデザ
イン経験が豊富なグラ
フィックデザイナー

照明計画
ぼんぼり光環境計画

角舘 政英 博士(工学)
公共文化施設の設計経験
が豊富な照明デザイナー

豊富な知識と経験を有す
るホール計画の専門家

ホール計画
シアターワークショップ

伊東 正示

公共文化施設から学校
建築まで経験が豊富な防
災計画の専門家

防災計画
安宅防災設計

鈴木 貴良

公共文化施設の
設計経験が豊富 

世界屈指のエンジニアリ
ング・コンサルタント企業
・代表：小栗 新
・従業員数：86名
・一級建築士数：34名
　 構造設計一級建築士：10名
 　設備設計一級建築士：5名
・実績：洗足学園音楽大学

シルバーマウンテ
ン、ぎふメディアコ
スモス、台中国立
歌劇院、鶴岡市文
化会館

Arup

環境設備計画
荻原 廣高
公共文化施設の
設計経験が豊富

東京芸術大学
構造計画研究室

構造計画
金田 充弘

ランドスケープ
GAヤマザキ
山崎 誠子

地域固有の植生によっ
て居心地の良い屋外環
境をつくり出すランド
スケープアーキテクト

協働実績協働
実績

協働
実績 設計担当主任技術者

西田 司
オンデザインパートナーズ

（神奈川県横浜市）
大分県立芸術文化短期大学キャンパ
ス計画や神奈川大学国際寮など大学
と数多くの協働を実践する建築家
・担当者数：10名
・実績：大分県立芸術文化短期大学
・受賞：2016年ヴェネチア・ビエン
　　　ナーレ建築展審査員特別賞
①大学建物、特に交流スペース
②地域、教職員、学生、生徒等、
　京都芸大（各専攻、施設整備会議）

統括責任者（共同企業体代表）
宮本 佳明

宮本佳明建築設計事務所（兵庫県宝塚市）

土地の文脈を深く解読し、地域に
最も相応しいコンセプトを組み立
てる建築家。
元大阪芸術大学助教授
・担当者数：6名
・実績：宝塚市立宝塚第一小学校
・受賞：1996年ヴェネチア・ビエ
　　　ンナーレ建築展金獅子賞
①全体構想、大学建物
②全般

大阪市立大学
建築デザイン研究室

水内 俊雄
博士(文学)

都市研究プラザ
社会包括活動に関する
る専門家。一般社団法
人インクルーシブ・シ
ティネット代表理事

大阪市立大学

博士(工学)

1級建築士数：22名（担当者数：38名）
宮本・宮本・ドット・デネフェス・オンデザイン設計共同体

管理技術者
石原 健也

デネフェス計画研究所（東京都千代田区）

幼稚園・中学校・大学など教育施
設の設計経験が豊富な建築家
・担当者数：7名
・実績：守山市立守山中学校、大分

県立芸術文化短期大学
①高校建物、大学建物特にランドスケープ
②銅駝美工(京都市教育委員会)

設計担当主任技術者
家成 俊勝

ドットアーキテクツ（大阪府大阪市）
設計・施工のプロセスにおいて専門
家・非専門家を問わず様々な人々と
の協働を実践する建築家
・担当者数：5名
・実績：北加賀屋クリエイティブ・

ビレッジ（KCV）構想
・受賞：2016年ヴェネチア・ビエン
　　　ナーレ建築展審査員特別賞
①セルフビルド支援、アーティスト協働
②地域、教職員、学生、生徒等、
　京都芸大(各専攻、施設整備会議)

プロジェクトマネージャー
宮本設計

（兵庫県宝塚市）

アアク設計
建設コンサルタント

※①設計業務における主な役割 
     ②関係者対話における主な役割

京都造形芸術大学
空間デザインコース

千葉工業大学
設計意匠研究室

創業71年。ISO9001認証取得。
公共文化施設の設計経験が豊富
な組織事務所
・代表：瀬尾 武夫
・従業員数：35名
（担当者数：10名）
・実績：川西市立川西小学校
①PM、コスト・スケジュール管理、実施設計
②京都芸大(各専攻、施設整備会議)、京都市

関西拠点
関西拠点

関西拠点

大学/学校設計 大学/学校設計

アーティスト協働

エリアマネジメント/まちづくり

エリアマネジメント/まちづくり

エリアマネジメント/まちづくり

公共文化施設

公共文化施設

公共文化施設

甲斐 賢治
文化政策における事
業のデザイン・コー
ディネート・マネジ
メントを行う

アーティステック
ディレクター

成長・更新WS
まちの寺子屋

継
続
し
て
き
た
活
動
を
大
学
内
へ
移
行
す
る


